
１ 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

 

北九州市市民活動 

  サポートセンター

ー 

ＮＯ．22２ 
 令和２年８月号 

第２０９回 サポートセンターの日 

■アジアを考える会・北九州        代表 内山 信子氏 

１９８２年、マザーテレサの活動に感銘を受け、市内の女性たちと「インドを考える会」を結成。

その半年後には、「アジアを考える会・北九州」と名称を変更し、活動の幅を広げていきました。 

アジアの人々が抱える様々な問題は、自分たちの生活に深く関係があるという思いから、月一回 

八幡東区祝町市民センターで、学習会を行っています。 

また、公益財団法人ＰＨＤ協会の実施する「研修生受入事業」（アジア各地の研修生を迎え、農

業・保健衛生・地域組織化等の研修を行うもの）に協力するため、市内小学校と地域と連携して研 

修生の受け入れのホームステイや交流会などの支援を実施しています。 

   

 トピックス 

中村哲医師は現地でバラ園を作ってい

たほどバラの花がお好きだった。献花は

バラの花で行われたとのことです。 

 

、 

 

●アジアを考える会・北九州● 

★学習会：祝町市民センター 第２木曜日１０時３０分～１３時 

★講演会やパネル展の依頼やお問合せ：内山信子氏メールアドレス（nobu-8@r4.dion.ne.jp.） 

 

mailto:nobu-8@r4.dion.ne.jp
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アフガニスタンで昨年１２月に凶弾に倒れた、PMS（平和医療団・日本）総院長・ペシャ

ワール会現地代表 中村哲医師の活動を支援してきた、市民グループ「アジアを考える会・北

九州」の代表内山信子氏に「中村哲医師の遺したもの」と題して、その「言葉」を切り口に講

演していただきました。約４０名の方にご参加いただき、講演会終了後は感動が押し寄せる

中、静かな余韻が会場を包みました。 

内山さんが中村哲医師と出会った最初の講演会で、中村哲医師は、「アフガンは貧しいが、

子どもの瞳は輝いています。子どもの瞳の輝く国の未来には希望があります。豊かで便利とい

われる日本はどうでしょうか？夜遅くにコンビニの前でたむろしている子どもを見てどのよう

に思いますか？」と言うお話をされたそうです。その話を聞いて、内山さんは、隣で聞いてい

た子どものキラキラした瞳を守っていかなければいけないと心を動かされ、以降、中村哲医師

の帰国の際には、報告会を主催するなど、その活動を応援するようになっていったということ

です。 

中村哲医師は、若松区出身の国民的作家「火野葦平」の甥にあた

り、母方の実家である玉井家で半ばわが家のように育ちました。 

危険な海外で活動を続けた半生の原点である「率先して弱い者をか

ばえ」「どんな小さな命も尊べ」という倫理観は、若松にルーツがあ

ったのではないでしょうか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

人・水・命 中村 哲医師パネル展 

 

【第２０９回 サポートセンターの日】 

☆中村哲氏との出会いと言葉 

☆私に、私たちに何ができるのか？ 

内山さんが感銘を受けた中村医師の「遺した言葉」をご紹

介いただきました。なかでも、中村哲医師が、特に好んで使

われた言葉が、「一隅を照らす」という言葉であったようです。 

＜今いる場所で希望の灯をともす＞ 

内山さんご自身も、これを実践するため、アジアに目を向

け、自分ができる活動をされてきました。 

私たちも、自分の身近なところで「一隅を照らす」、良いと

思うことを様々な出会いの中で見つけ、行動することが大切

であると教えていただいたように思います。 

今回のお話を聞いて、私たちが今できることを考え実践し

ていかなければならないと思いました。 

☆北九州市若松区は中村哲氏ゆかりの地

 中村医師の活動を繋ぐためにパネル展を開催します。 

●8/18 日～24 日 本城市民センター(最終日：13 時まで) 

●8/25 日～31 日 枝光市民センター(最終日：13 時まで) 

 

 

You Tube 

９月初旬配信予定 

講演会 配信します！ 
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助成制度名  分野  実施主体  締切  

２０２１年度 
競輪とオートレースの補助事業 

環境・ 
スポーツなど 

公益財団法人 JKA 9/25 

TAYO TIREグループ環境保護基金 環境 
公益社団法人 
日本フィランソロピー協会 

9/30 

For Children基金 子ども 公益財団法人公益推進協会 9/30 

事  業  名  団  体  名  

救護活動をめぐる法的問題の解釈と応急手当の実務実習 
NPO 法人 
セーバー風・ジャパン 

「地域の居場所つくり」ネットワーク構築事業 NPO 法人是空 

普段着で読む「北九州」（朗読会とワークショップ） 普段着の朗読の会 

北九州を映画で活性化プロジェクト 北九州映画実行委員会 

みんなでつくろう居場所つくり ＱＯＬを考える会 

高齢者のお悩み引き受けます！！ 
特定非営利活動法人 
小倉北区シニアサークル連合会 

保護動物愛護活動 
（里親譲渡会を通じ啓蒙活動と地域の保全を図る） 

特定非営利活動法人 
あおぞら 

プログラミング講座事業 
特定非営利活動法人 
スキルアップサービス 

女性、児童を狙った盗撮による性犯罪を撲滅する活動 
盗撮撲滅ボランティア
「W.C.」 

事  業  名  団  体  名  

すべての子どもたちに学びと育ちの機会を補償する学習支援活動 
特定非営利活動法人 
あそびとまなび研究所 

みんなのてらこや（ポストコロナ学習支援）事業 地球交遊クラブ 

ＹＯＬＯフェスタ 花火大会 松ヶ江に恩返しをする会 

北九州市内のＮＰＯ法人数：３０３団体（令和 2 年 7 月末現在） 

※市内に主たる事務所を置くＮＰＯ法人数 

 【新規設立法人（令和 2 年 7 月中に認証）】 

・NPO法人 IZANAGI 

 

※当センターの助成金コーナーに紙ベースでの情報を設置しています。 
また、ホームページ〈キラキラネット〉の「助成金情報」にも掲載しています。 

  

【二次募集】 新型コロナウイルス感染症対策活動枠 
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9月24日（木）18時30分～20時 

会計や税務に関する相談（1 団体１時間） 

法人 
対象 

税理士相談会  

ＮＰＯ法人設立の準備を始めた方向け 

9月 9日（水）、9 月23日（水）
19時～20時（原則第2・４水曜日） 

NPO
対象 

NPO 入門説明会  

9月 9日（水）、10月 14日（水）
17時～20時（原則第2水曜日） 

梅雨明けとともに、真

夏日が続き、強い日差し

と蒸し暑さに体が疲れ気

味です。 

暑さ寒さも彼岸までと

よく聞きますが、言葉通

りの夏になるでしょうか 

…。  ｂｙきぃちゃん 

✍編集後記 

 

9月サポートセンターの日  どなた 
でも 

定員：２０名 
※ご来場の際は、感染防止のためにマスクの着用を 

お願いいたします。 

声を出して 

大好きな本を読む 

地域に伝わる民話・昔ばなしや郷土の作家の作品を積
極的に見つけ、語り伝えている団体です。 
活動の発表の他、絵本の朗読体験もあります。 

発表：語り・朗読「宙（そら）のサカナ」 

代表 野口 和夫氏 

●何かしたいと思う方、実際に活動をしている相談員と話す

ことで形が見えてくることがあります。田中相談員の担当は、

毎週木曜日 17 時～21 時です。（要予約） 

■特定非営利活動法人 山ノ上やまびこ 副理事長 田中良幸氏 
専門分野は、認知症介護、高齢者介護、老年介護、介護マネジメント 

新型コロナウイルスの致死率は、80歳を過ぎると増えて、約14％もあるそうです。 

私共も介護事業所を運営しておりますが、80歳以上の方が多くを占めます。サービス自体を止めること

は難しく、感染予防の為に制限も多くなりました。利用者さまの不利益は、外出の機会の喪失や、ボランテ

ィアの来訪中止、また学生の実習中止など、数多くあります。そして、入居を主にする事業所では、利用者

さまとの面会制限・禁止があり、ご家族にとっても不自由な状態が続いております。「気軽に立ち寄れる介

護施設」を目指している私共やまびこの特色も生かせない状況です。コロナウイルスの終息が見えない中で

、利用者さまも元気で過ごされる保障はありませんから、悩みは尽きません。最近、何人かの利用者さまが

亡くなられました（注：コロナ感染ではありません）。不思議と亡くなる前日に、ご家族と面会が出来て良か

ったと思っている所です。松下幸之助さんの著書に、「死を恐れるのは、人間の本能である。だが死を恐れる

よりも、死の準備のないことを恐れたほうがいい。与えられている生命を最大に生かさなければならないの

である。（抜粋～『道をひらく』）」と、あります。必ず死は平等に訪れます。 

私も精一杯に頑張って、使命を果たしたい！と思っています。 

 

田中相談員 

ＮＰＯ・市民活動の相談窓口 

◆北九州市市民活動サポートセンター 
ＴＥＬ：０９３-６４５-３１０１ 

ＦＡＸ：０９３-６４５-３１０２   キラキラネット   検索  

開館時間：月～土１０：００～２１：００ 

      日・祝１０：００～１９：００ 

（毎月第 1・3・5 月曜日及び年末・年始は休館日） 

北九州市八幡西区黒崎三丁目   

ＨＰ（キラキラネット）http://www.kirakirakitaq.jp  

メールアドレス       support3@axel.ocn.ne.jp 

 kitakyusc3101@gmail.com  

 

 

 


